
P17~47参照 P48~50参照 P51~53参照 P54~55参照

P16参照地区独自の基準

P13~15参照共通の基準

P15参照

共通の基準

P15参照

共通の基準

P15参照

共通の基準

規模・配置 壁面 形態・意匠

附属建築物・附属設備 外構 色彩

素材 緑化 夜間の照明

採取等の方法

遮へい

緑化
遮へい

集積、貯蔵の方法形態・意匠

緑化

イ．開発行為又は土地の開
墾その他の土地の形質
の変更（土石の採取又
は鉱物の掘採を除く）

ア．建築物又は工作物の新築（新

設）、増築、改築若しくは移転、外
観を変更することとなる修繕若しく
は模様替又は色彩の変更

ウ．土石の採取又
は鉱物の掘採

エ．屋外における
土石、廃棄物、
再生資源その他
の物件の堆積

P4~5参照 P6~7参照 P8参照 P8参照 P8参照

建築物 工作物 開発行為
土地の開墾、
土石の採取、

その他土地の形質の変更

屋外における
土石、廃棄物、
再生資源その他
の物件の堆積

鉱物の掘採

1-1.届出が必要な行為と規模 P4～9

1-2.景観条例に基づく届出の流れ P10

2-1.景観形成基準（一般地区） P12～16

P56～届出書類リスト・届出様式等・景観形成基準チェックシート

2-2.景観形成基準の解説 P17～55

ガイドラインの構成と見方

松阪市景観計画運用ガイドラインは、松阪市景観計画における「第2編第1章3　行為の制限
に関する事項(景観法第8条第2項第2号)」を補足するものです。
建築主、事業主、設計者の方々が届出行為等を行う場合には、本景観計画に規定する景観

形成基準に適合することが必要となりますが、本運用ガイドラインは、特に行為の制限に関する
事項について、図などを用いて視覚的に解説することにより、届出制度運用の趣旨をわかりや
すく届出者に伝えることを目的としています。
このため、表現はあくまでも例示的な表現となっており、記載している内容が、松阪市景観計

画における行為の制限に関する事項の全てを記載したものでないことに留意して頂く必要があ
ります。
本ガイドラインは、松阪市景観計画における一般地区を対象としており、大きく分けて「第1章

　良好な景観の形成に向けた届出制度について」、「第2章　良好な景観の形成に向けた景観
形成基準について」と「参考資料」から構成されています。
なお、重点地区については、地区別に独自のガイドラインを定めます。

ガイドラインの目的
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景観形成基準が書かれています。

基本的に適合する必要がある基準を、項目
毎に定めています。

概念基準：

概念基準をより具体化した基準で、該当す
る場合には適合する必要があります。

個別基準：

ア．建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
では、景観形成基準は概念基準と個別基準に区分さ
れています。

景観形成基準に適合するために
配慮すべきポイントが書かれてい
ます。

みどり

ア．建築物又は工作物の新築（新
設）、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若
しくは模様替又は色彩の変更

あお

イ．開発行為又は土地の開墾
その他の土地の形質の変更

きいろ

ウ．土石の採取又は鉱物の掘採

あか

エ．屋外における土石、廃棄
物、再生資源その他の物件
の堆積

行為の種類ごとにインデックスが
塗り分けられているため、目的の
解説ページを参照しやすくなって
います。

景観形成基準の項目とそれぞれの項目
に対応する番号が書かれています。行
為の種類による番号の区分は以下の通
りです。

ア．建築物又は工作物の新築
（新設）、増築、改築若しくは
移転、外観を変更することと
なる修繕若しくは模様替又は
色彩の変更

イ．開発行為又は土地の開墾
その他の土地の形質の変更

ウ．土石の採取又は鉱物の掘採

エ．屋外における土石、廃棄
物、再生資源その他の物
件の堆積

配慮すべきポイントを図解してい
ます。
左側には「景観形成基準に適合
していない例」または「行為前の
例」を示しています。
右側には「景観形成基準に適合
するよう配慮した例」を示してい
ます。

地区独自の基準または の区分が書かれて
います。
地区独自の基準のある地区では、全ての地区で適用
される

共通の基準

共通の基準 地区独自の基準

にも適合する必要があります。
に適合すると共に、

配慮した例

周辺のまち並みから突出している 高さを抑え、まち並みと調和した

配慮した例

背後の自然景観を隠している 分棟化し、背後の自然景観が見渡せるよ
うになった

敷地 敷地

配慮した例

背後の山や寺社が見えない 高さや配置を工夫し、山や寺社が見える
ようになった

①道路等から周辺の自然環境や歴史的景観を遮へいしない、敷地内の配置計画、高さと
規模のバランス。

②ボリューム感をおさえるため、建築物等の分棟化。
（建物用途を有効に区分出来る場合）

③周辺のまち並みから突出したり違和感を生じない高さ。

チェック項目の図解等

○建築物が、豊かな自然環境や歴史的景観資源等に近接する場合は、その保全及
び活用に配慮した規模及び配置とすること。

個別
基準

規模・配置 共通の基準
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第２章　良好な景観の形成に向けた景観形成基準について

景観形成基準の解説について

「第2章　2-2.景観形成基準の解説」では、景観形成基準に適合させるために配慮すべきポ
イントを図などを用いて解説しています。
そこで、本ページでは、「景観形成基準の解説」のページを例示して、表記やページ構成の

説明をしています。
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